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UO2 や PuO2 と同様の蛍石結晶構造を有する CaF2 の熱拡散率、熱膨張率及び比熱をレーザーフラッ

シュ法、熱膨張計及び DSC により最大 1250℃まで測定し、熱伝導率を導出した。蛍石構造が有する

特徴の一つであるブレディッグ転移について熱伝導率へ与える影響を評価した。 
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1. 緒言 

蛍石型結晶構造を有する UO2 などのアクチニド酸化物では、融点近傍でブレディッグ転移が出現すると

考えられている[1]。ブレディッグ転移により格子中の陰イオンの拡散係数が急激に増加すると報告されて

いるため、ブレディッグ転移は各種物性値に強く影響を与えることが予想される[2]。しかし、アクチニド

酸化物の融点は 3000ºC 近く、実際にその影響を測定することは困難である。そこで同じ蛍石型結晶構造を

有し、融点の低い CaF2 に着目し、熱膨張率、熱拡散率及び比熱を測定し、熱伝導率に対しブレディッグ転

移がどのような影響を与えるかを評価した。 

2. 実験手法 

熱膨張率、熱拡散率及び比熱は、それぞれ熱膨張計、レーザーフラッシュ装置及び DSC を用いて室温か

ら 1250ºC の温度範囲で、酸素ゲッターを通した Ar ガス中において測定を実施した。試料は CaF2 の単結晶

体または多結晶体を用いた。熱拡散率測定においては、昇温及び降温時双方で測定を実施した。熱伝導率

は熱拡散率、比熱及び密度の乗法により導出した。また密度の温度依存性は得られた熱膨張率を用いて計

算を行った。 

3. 結果・考察 

図 1 に熱拡散率（逆数）及び比熱の温度依存性を示す。既報の通り、比熱

は 900℃付近から急激に上昇し、1150℃付近にピークを持つ。一方、熱拡散

率（逆数）は室温から直線的に増加し、約 1000℃付近で傾きが変化する。

約 1150℃以上ではほぼ一定の値となり、各変化点の温度は比熱における変

化点とおおよそ一致する。900-1150℃の温度領域では、酸素フレンケル欠陥

の濃度が増加するため、比熱が急激に上昇すると報告されている。そのため、

熱拡散率（逆数）は酸素フレンケル欠陥濃度の増加によって 1000-1150℃の

温度範囲で傾きが変化するものと考えられる。図 2 に熱伝導率及びその逆数

の熱抵抗率を示す。熱抵抗率は 900℃まで直線的に増加するが、フレンケル

欠陥が生成される 900-1150℃では一定となり、1150℃以上では、再び直線的

に増加する結果が得られた。 
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図 1 熱拡散率（逆数）及び比熱 

図 2 熱伝導率及び熱抵抗率 
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